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広報

　昭和15年11月10日、芦屋市はそれまでの精道村

から一躍して、全国で第173番目の市として誕生

しました。(上・市役所前で市制施行を祝う市民)

　この日は、あたかも紀元2600年の祝賀行事が全

国的に繰り広げられ、市制施行のお祝いとあわせ

て、提灯行列や旗行列などが催されました。

　この時の人口は41,925人、戸数8,147戸を数え

ました。市名の「芦屋」は、精道よりも大字名と

なっていた芦屋の名が全国的に知られていたとこ

ろから、芦屋と決定されました。

　精道村から引き継がれた当時の市役所は、大正

２年に建てられた鉄筋コンクリート造３階建の建物

で、現在の花壇あたりに建っていました。

11月10日(金)は「芦屋市制施行記念日」

人口と面積＜平成18年10月１日人口＞■住民基本台帳＋外国人登録総数93,498／男43,077／女50,421／世帯数41,478■推計人口総数91,555／男41,791／女49,764／世帯数38,722＜面積＞18.57挨
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受賞者プロフィール

問い合わせ　秘書課　 38-2000

  金澤　佳代子氏

   （かなざわ  かよこ）

　芦屋市出身、現在

も市内を拠点に活躍

する日本を代表する

ピアニスト。国内外

でのソロやアンサン

ブル活動のほか、地

域に根ざしたボランティア活動を、積極的に

行っておられます。

　平成８年12月から芦屋病院で開催されてい

る院内コンサート（マチネーコンサート）では、

入院患者の心の安らぎを目的に始められ、現

在では院内はもとより一般市民にも好評を博

し、本年８月には第100回目に達しました。

　コンサートは、ご自身で演奏されるほか、

海外からの出演者を含め多くの音楽家の出演

交渉のほか、企画・立案・運営を全てボラン

ティアとして行われるなど、幅広い形での活

動により多くの人々に癒しと感動を与え、市

民文化の向上に大きく貢献されました。

東芦屋町在住。

金澤佳代子氏と芦屋市立図書館〔友の会〕に決定

問い合わせ
教育委員会管理部総務課　 38-2085

《プロフィール》

白川 蓉子（しらかわ ようこ）氏

　65歳。甲南女子大学人間科学

部教授、神戸大学名誉教授。

　平成16年10月２日から、本市

教育委員。教育委員長は、今回

１期目。翠ケ丘町在住。

市教育委員長に

白川蓉子氏

現市庁舎北館は昭和35年８月に落成、南館は平成２年11月に完成しました。
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　市教育委員会は、10月10日に委員長選

挙を行い、白川蓉子氏を選任しました。

　任期は、10月10日から平成19年10月９

日までです。

毎月1日・1 5日発行

１１月１日号平成1 8年
（2 0 0 6年）

　芦屋市立図書館〔友の会〕 

　平成８年４月の発足以来、図書館がより市

民に親しまれ活用されるようにとの想いから

諸事業をボランティアで行っておられます。

現在11人の役員を中心に、文化事業・ふれあ

い事業・サロン事業等を展開し、図書館を中

心とした地域文化の形成に尽力され、特に平

成９年４月から図書館のエントランスを利用

して開催されているライブラリーコンサート

は29回を数え、市民が身近にクラシックに触

れる機会を醸成、多い時には300人を超える観

衆が集まり、地域に根付いた文化活動として

定着させ、人々に交流とやすらぎの場を提供

し市民文化の向上に大きく貢献されました。

代表・半田孝代(はんだ　たかよ)氏


